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かったんです。で、これは同時に大体できるの

がわかりましたので、こちらはパスさせていた

だいて、次に移ります。 

 雇用についてでありますが、バイオマス発電

所で10人、チップ工場で３人との説明を受けて

いました。これから雇用されるのか、もう雇用

されているんでしょうか。既に雇用されてる場

合は、雇用開始の時期を産業参事に伺います。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 最新の情報ですが、全部で

12名の雇用が決定しているということでござい

ます。雇用については、ＮＫＣながいグリーン

パワー株式会社の一括採用ということで、発電

所に７人、あとチップ工場に５人配置される予

定であるということでございます。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 雇用された方のうち長

井市内からの雇用は何人でしょうか。産業参事

に伺います。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 市内からの雇用者は５人と

いうふうなことになっております。なお、全体

で21名の応募があったと、そのうち市内の応募

者が６名だったということでございます。です

ので、６名応募したうち５名採用していただい

ていると、そういった状況でございます。詳細

な地区を申し上げますと、寺泉が２名、それか

ら中央地区で１名、九野本で２名というふうに

なっておると伺っております。 

○谷澤秀一産業参事 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 市内から６人の応募が

あって５人採用されたということで、応募が少

なければ長井からいっぱい採ってくれっていう

のも難しいと思うんですが、かなり高い採用率

で、そこは評価したいのかなというふうに思っ

ております。 

 これで質問を終わります。 

○蒲生光男委員長 以上で、通告による総括質疑

は終わりました。 

 これから各会計補正予算案の細部審査に入り

ます。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 

 

 

 議案第２９号 平成２８年度長井市 

 一般会計補正予算第１１号について 

 の質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 まず、議案第29号 平成28年

度長井市一般会計補正予算第11号の１件につい

て、ご質疑ございませんか。 

 ２番、浅野敏明委員。 

○２番 浅野敏明委員 26ページ。10款５項２目

教育施設費で、工事請負費1,024万2,000円の減

額についてお伺いします。 

 過日、協議会で資料をいただきました内容を

見ますと、近隣住民の理解を得ることができず、

今年度中設置することができなくなったってい

うふうに説明ありますが、近隣住民からの反対

する主な理由、また隣接する住民が全て反対し

ていたのか、生涯スポーツ課長に伺います。 

○蒲生光男委員長 小関浩幸生涯スポーツ課長。 

○小関浩幸生涯スポーツ課長 近隣住民説明会で

ございますが、１回目は11月21日に地区長、地

区役員、建設予定地近隣の住民の方20名ほどに

お集まりいただいて説明を申し上げました。反

対される意見といたしましては、堤防の河川側

に建てることができないのか、冬期間の除雪、

雪捨て場なんですね、除雪の問題、住民への説

明が遅かったんじゃないか、公衆トイレは犯罪

の温床になる可能性があるんじゃないか、にお

いや衛生面の問題なども取り上げられましたし、

家の前にトイレが建設されるのは不快であると

いったような意見がございました。そして、年
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が明けて１月18日に再度説明会をしたところ、

10名の方おいでいただいて、堤防の河川側に設

置することは困難であることや、除雪、防犯、

におい、衛生の問題については万全の対策を講

じるっていうことを説明させていただいたんで

すが、特に家の前に公衆トイレが建つっていう

ことへの不快感は大変強いもので、ご理解をい

ただくことができませんでした。そして、集ま

った方々についてはやっぱりそういう気持ちを

お持ちの方が集まられたのか、意見を述べた方

は皆さんそういう意見で、賛成とかいう意見は

お聞きすることはできませんでした。 

○蒲生光男委員長 ２番、浅野敏明委員。 

○２番 浅野敏明委員 わかりました。それでは、

堤内、宅地側のほうに設置するのは今のような

理由であれば大変難しいんだないかと思います。

それで堤外河川敷側に設置するしかないかと思

いますが、今後その設置に向けてどういった検

討をされるのか、またいつごろをめどにされる

のか、もし案がありましたら説明願います。 

○蒲生光男委員長 小関浩幸生涯スポーツ課長。 

○小関浩幸生涯スポーツ課長 常設のトイレ設置

ということではございますが、確かに野川にも

水洗トイレ、長井ダムの湖面広場にもバイオト

イレっていうのが設置されていますが、いずれ

も河川管理者である国や県が建設したものであ

って、全国的にも市町村が河川敷にトイレを建

設するということは、ゼロではありませんが例

は少ないようです。というようなことも考えま

すと、今後いつめどにと言われるとちょっと厳

しいところはありますが、パークゴルフ場の建

設経過を考えますと、県に建設していただいた

という施設でもありますので、今後のパークゴ

ルフ場の整備なども含めて、トイレ建設につい

ても県との協議、建設の要望などをしていく必

要があるのかなと考えているところです。 

○蒲生光男委員長 ２番、浅野敏明委員。 

○２番 浅野敏明委員 市町村のほうで設置する

ことは、これは条件次第では可能だと思います

が、多分事業費とかいろいろな関係で、県のほ

うに建設をお願いしたほうがいいという判断だ

と思いますが、ぜひ県のほうに要望する上で重

要事業の要望などに上げていただいて、ぜひ要

望の運動をしていただきたいと思いますが、そ

の辺の考えはどうですか。 

○蒲生光男委員長 小関浩幸生涯スポーツ課長。 

○小関浩幸生涯スポーツ課長 おっしゃるとおり、

建設部門とも調整させていただきながら進めて

いきたいと考えております。以上です。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 12番、五十嵐智洋委員。 

○１２番 五十嵐智洋委員 25ページの中学校費、

スクールバス運行事業費、備品購入費で360万

円ほど減額だと。これは私、傍聴させていただ

いたときに、スクールバスは安く買えたんだと、

当初の見積もりよりも。というようなことで、

委員から車載カメラはついてますかというふう

な質問があって、委員はタクシーには今、全部

ついてると、ドライバーの安全意識が向上して

事故防止につながるのじゃないかというふうな

意見があって、そこで鈴木学校教育課長に伺い

ますけども、お答えが、他市町ではついている

例はないようだというようなことで今回はつけ

ませんでしたというふうなお答えだったように

思うんですが、今の私の認識でよろしいですか。 

○蒲生光男委員長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 私どもの調査では近隣

ではまだついてないということでありますが、

ただ文教常任委員会の中では宇津木委員のほう

から、運転手の安全管理意識を高める上でも、

それから事故がもし起きた場合の立証のために

も必要でないかということを伺いましたので、

現在そのことについては検討中でありまして、

価格等々も、スクールバス６台ありますから買

ったものだけに取りつけるっていうわけにもい

きませんので、その辺は今後検討ということで



 

―２６５― 

現在させていただいております。 

○蒲生光男委員長 12番、五十嵐智洋委員。 

○１２番 五十嵐智洋委員 今、やはりこれまで

いろいろスクールバスにかかわる事故があって、

賠償や何かしてるわけですけども、なかなかや

はり車同士がぶつかったりしますと、あと人身

事故なんかがあった場合ですと、過失の割合っ

ていうことで、すっきりと私が全部悪かったん

ですなんてことはあり得なくって、結構もめる

例があると思うんですね。今、結構高齢者ドラ

イバーとか若年の暴走とかさまざまあって、非

常に自分だけ交通ルールを守っていてもそうは

いかない場面があって、私も実は昨年、自家用

車に車載カメラをつけたんですね。見ますと、

鮮明に広範囲で映っているんですよね、すごく

技術が進歩してきて。それで、やはりスクール

バスの公共性、あと児童生徒の安全性などを考

えますと、そんなに費用もかかりませんから、

やはり今、前向きな答弁ありましたけども、再

度補正予算の審議でもあったっていうようなこ

とで前向きに検討するべきと思いますが、いか

がでしょうか。 

○蒲生光男委員長 鈴木博郎学校教育課長。 

○鈴木博郎学校教育課長 委員ご指摘のとおりだ

と思いますので、またあと物の値段については

さまざま安価なものから高価なものあるものと

思いますし、性能もさまざまなものだと思いま

す。ただ、通常の乗用車とは違ってスクールバ

スですので、広範囲のやはりある程度もっと高

性能なものを必要と思われますので、そこにつ

いては調査をさせていただきながら、今後検討

とさせていただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 予算書の19ページ、20

ページ、農林課の課長に伺いますけれども、非

常に農業の情勢が厳しくなったり、担い手が不

足して地域の農業、特に土地利用型の今後のあ

り方については平成30年からの大きな国の転換

で、それを控えての29年の作付前、農家にとっ

ては非常に不安な１年を迎えようとしておりま

す。例えば法人化とか個人の大規模農家とかも

含めて考えますと、国では経営体支援の事業、

あと県もかつて創意工夫プロジェクト、これは

第６次産業とかさまざまな分野も含めての新規

の提案の事業に支援すると、元気なトップラン

ナーの育成プロジェクトについても、新しい試

みというふうな事業で展開をしようとして頑張

ってきてるというふうに思いますけれども、そ

れにつけても残念ながら行政がお墨つきをつけ

てせっかく予算を上げたのに、審査はいろいろ

違うと思うんだけども、あけてみたらばだめだ

った、いわゆる不採用とか、取り下げもあった

のかもしんねえけんども、非常に大きな提案を

しておるのにもかかわらず、全くだめなところ

と入れかえになって別な事業が採択なったとか

というふうに補正の資料でいただいたんだけど

も、これって相談受ける時点で、なしてもうち

っと指導とかチェックとか選ぶ事業体を提案さ

んねえのかなというふうに、予算までつけての

スタートしてるわけなんで、ちょっと残念なん

だけども。お考えをお聞きしたいんです。 

○蒲生光男委員長 小関委員、どこを質問してた

んだ。 

○１１番 小関秀一委員 19ページ、20ページ、

経営体育成事業。 

○蒲生光男委員長 19ページのどこですか。 

○１１番 小関秀一委員 19ページの042経営体

育成支援事業。あと20ページだと、050元気な

トップランナー育成プロジェクト事業等々の、

農業に関する補助事業のことについてお尋ねを

しております。 

○蒲生光男委員長 細部質問なんで、総体的な考

え方を聞くっていうことは控えていただきたい

わけですよね。 

○１１番 小関秀一委員 具体的に減額の質問で
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す。 

○蒲生光男委員長 はいはい、それ限定で。 

 じゃあ、遠藤敏広農林課長。 

○遠藤敏広農林課長 お答え申し上げます。補助

事業につきましては、農業者の方に要望を募っ

て前年度の予算を上げるのは、当初予算ですと

11月ごろまでに要望を聞き取りしておるわけで

ございますけども、実際に事業着手といいます

か、申し込むのが次年度になってからというふ

うなことになりますので、その間に事業体の申

し込みをされた方が考え方が変わったり、別の

事業でやりたいとか、あとはもうちょっと規模

を大きくしたい小さくしたいとか考え方が変わ

る場合もございますし、あとまた県のやはり予

算の関係で、どうしても申し込みが多くて、審

査した結果、予算の関係上該当しなかったとい

うふうな場合もございまして、こちら側といた

しましてはできるだけ要望にお応えしたいので、

全面的にいろいろ聞き取りをさせていただきな

がら対処して、何とか審査を通るようにってい

うふうなことで努力してるわけではございます

けども、そういう理由がございまして残念なが

ら減額というふうなことになる場合も多いもん

ですから、その点はご理解いただきたいという

ふうに思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ありがとうございます。

さまざまな希望、県内なり地域の希望者が多く

てというふうなこと１つと、事業の中身を精査

すればというふうなことですが、余りにも金額

が大きいので、大変経営にとって影響大きいな

んべなというふうに思うんです。こういう事業

に参加というか、それを手を挙げて経営を考え

る上で、何千万の事業もかなりあったようであ

りますので、ぜひその辺については今年度から

支援の指導員、プランナーっていう、いろいろ

なほかの新規就農なりさまざまな分野の部分の

指導もしていただいてる方も採用しながら、農

業経営の指導をしておるという部分もあります

ので、ぜひ最初から細部にわたった審査という

か指導しながら予算づけもして、ぜひ採択でき

るような形での予算計上まで準備をお願いされ

るといいなというふうに感じるんですが、ぜひ

その辺の取り組み、指導等についてもう一度課

長から答えをいただきたいです。 

○蒲生光男委員長 遠藤敏広農林課長。 

○遠藤敏広農林課長 できるだけそのように対応

できるように努力してまいりたいというふうに

思います。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 26ページの教育費、10

款の９目15節の第一校舎利活用事業であります

けども、竹田総合政策課長にお聞きしますけど

も、この事業は先ほど来２名の総括質疑があり

ましたけども、今年度において交付税で賄われ

るよと。ですが、総事業は７億5,000万円、ソ

フト事業は２億ちょっとというような金額の中

で、このたびは先ほどの質問にもありましたよ

うに、３億2,000万円については半額の補助金

が出たとこういうことで、今後その残りの部分

についてもそうした中で出てくると。そして30

年度の事業においても、この事業については答

弁では潤沢な交付税の措置があるんだとこうい

うことでありますけれども、私が聞きたいのは、

この事業によって市債がふえるようなことには

ならないでしょうね。これはどうでしょうか。 

○蒲生光男委員長 細部質問なもんでよし、考え

方とか話がずっともとに戻るような聞き方じゃ

なくて、３億2,000万円の内訳を聞くとかって

いうことならいいんですけども、答弁はいたさ

せますが、そこら辺十分注意していただきたい

と思います。 

 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。さ

きの協議会でもちょっとお示ししましたが、今
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回の３億2,000万円につきましては、１億6,000

万円が国の交付金で、残りの１億6,000万円は

起債になります。ただ、そのうちの起債と申し

ましても、そのうちの半分の8,000万円につい

ては、要するに国から交付税で支援が明確に受

けられる8,000万円でございますので、残りの

8,000万円については色分けされない交付税が

入るといいながら、実際に現実的に、要するに

起債の残高だけがふえてしまう、一般財源で措

置する市債がふえてしまう8,000万円になると

思います。 

○蒲生光男委員長 ほかにないですか。 

 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 わかりました。そうい

ったことで、やはり心配なのはそこだったんで

す。やはり私たちも10月の臨時議会においてこ

の事業は賛成には回っていますので、やはり

後々もくろみが崩れたというようなことにはな

らないように、きちっとしたことを進めていっ

ていただきたいなと、こういうふうに思ったの

で質問をしたところであります。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 質疑もないので、質疑を終結いたします。 

 

 

 議案第３０号 平成２８年度長井市 

 国民健康保険特別会計補正予算第３ 

 号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第30号 平成28年

度長井市国民健康保険特別会計補正予算第３号

の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３１号 平成２８年度長井市 

 公共下水道事業特別会計補正予算第 

 ５号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第31号 平成28年

度長井市公共下水道事業特別会計補正予算第５

号の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３２号 平成２８年度長井市 

 山形鉄道運営助成事業特別会計補正 

 予算第３号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第32号 平成28年

度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計補正予

算第３号の１件について、ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３３号 平成２８年度長井市 

 農業集落排水事業特別会計補正予算 

 第３号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第33号 平成28年

度長井市農業集落排水事業特別会計補正予算第

３号の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 
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 議案第３４号 平成２８年度長井市 

 浄化槽事業特別会計補正予算第３号 

 についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第34号 平成28年

度長井市浄化槽事業特別会計補正予算第３号の

１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３５号 平成２８年度長井市 

 後期高齢者医療特別会計補正予算第 

 １号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第35号 平成28年

度長井市後期高齢者医療特別会計補正予算第１

号の１件について、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３６号 平成２８年度長井市 

 宅地開発事業特別会計補正予算第１ 

 号についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第36号 平成28年

度長井市宅地開発事業特別会計補正予算第１号

の１件について、ご質疑ございませんか。 

 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 ページ数でいきますと

４ページでございます。宅地売払収入643万

8,000円が減額というようなことでなっており

ます。さきの協議会でも若干説明がありました

けども、再度このことについて、いかがなこと

でのこういったことになったのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 答弁者は。 

○１４番 安部 隆委員 建設課長。 

○蒲生光男委員長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 ご説明いたします。昨年、

宅地開発事業にて販売を行いましたみずはの郷

についてでございますが、現在係争中のためナ

ンバー25区画１区画において販売を見合わせた

ものでございます。 

○蒲生光男委員長 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 係争中だというような

ことでのあれでございますけども、たしかこの

物件につきましては27年度において販売され、

27年度中に多分何かありまして返されたと。そ

れが28年度でのこの宅地販売というようなこと

になったと思うんですけれども、私もこの問題

についてはこれまでも質問させていただきまし

たけれども、係争中はわかりますけども、そう

いった中でも販売はできたんではないかなとい

うふうに私は思うんですけども、その辺もう少

し詳しく、なぜそういうふうに係争中だからで

きないのか、わかればお話をいただきたいと思

います。 

○蒲生光男委員長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 今の係争中の話を行いまし

たが、まだみずはの郷についての判決が出てお

りませんので、どういった販売の仕方というこ

とをまだ検討できない状況でおりますので、見

合わせたということでございます。 

○蒲生光男委員長 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 ３回までですから最後

になりますが、やっぱり若干私としましては合

点がいかないなというふうに感じています。私
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も27年度質問した当時に、やはり県から立ち入

り入られまして、販売の方法が悪いと言われた

中でもやはり販売に踏み切っているわけですか

ら、やはりそれは自信を持ってやられてきたと

いうふうに思っております。ですから、今回の

この売り払いができなかったというようなこと

は裁判で係争中だからというだけなのか、誰か

に指示があったのか、最後、どうでしたか。 

○蒲生光男委員長 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 指示とかではないのですが、

今、弁護士のほうをついていただいております

が、そちらのほうとも相談を行って、うちのほ

うで判断したものでございます。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 ８番、今泉春江委員。 

○８番 今泉春江委員 ただいまの件で私も質問

させていただきます。今、販売を見合わせたと

いうお答えでしたけども、今まで売れ残ると悪

いから宅建業者に入っていただくというような

説明を何回も今まで受けたところですけれども、

実際売れ残るというか販売しないと、何のため

に宅建業者を入れたのかということをちょっと

お聞きいたします。そのために宅建業者を入れ

たんじゃないんでしょうか。ちょっと質問にな

りませんか、委員長。 

○蒲生光男委員長 課長か。 

○８番 今泉春江委員 じゃあ、参事お願いしま

す。 

○蒲生光男委員長 参事。課長に答弁できる範囲

のこと聞いていただきたいんですよ。 

○８番 今泉春江委員 はい、わかりました。 

○蒲生光男委員長 それ以上のことについては総

括質疑や何かで、それでも足りなければ文書質

問ということでお願いしたいと思います。ここ

はあくまでも細部なので、課長の答弁で済む質

問を聞いてください。 

 多田茂之建設課長。 

○８番 今泉春江委員 多田課長、お願いします。 

○多田茂之建設課長 宅建業者の方に、うちのほ

うの販売としてできるだけスムーズな販売がで

きるようにお願いをしてきたところでございま

すが、まだこれ以上のことは係争中ということ

で発言のほう控えさせていただきたいと思いま

す。 

○蒲生光男委員長 よろしいですか。かなり煮え

切らないと思いますけども。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 

 

 議案第３７号 平成２８年度長井市 

 水道事業会計補正予算第３号につい 

 ての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第37号 平成28年

度長井市水道事業会計補正予算第３号の１件に

ついて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 以上で、各会計補正予算案に対する質疑は全

部終了いたしました。 

 

 

 平成２８年度長井市各会計補正予算 

 案の表決 

 

 

○蒲生光男委員長 これから各会計補正予算案に

対する討論、表決でありますが、ご意見のある

方は本会議にてご発言いただくこととし、この

際、討論を省略し、直ちに採決を行います。 

 まず、議案第29号 平成28年度長井市一般会
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計補正予算第11号の１件について採決いたしま

す。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男委員長 起立多数であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第30号 平成28年度長井市国民健

康保険特別会計補正予算第３号の１件について

採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第31号 平成28年度長井市公共下

水道事業特別会計補正予算第５号の１件につい

て採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第32号 平成28年度長井市山形鉄

道運営助成事業特別会計補正予算第３号の１件

について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第33号 平成28年度長井市農業集

落排水事業特別会計補正予算第３号の１件につ

いて採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第34号 平成28年度長井市浄化槽

事業特別会計補正予算第３号の１件について採

決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第35号 平成28年度長井市後期高

齢者医療特別会計補正予算第１号の１件につい

て採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第36号 平成28年度長井市宅地開

発事業特別会計補正予算第１号の１件について

採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男委員長 起立多数であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第37号 平成28年度長井市水道事

業会計補正予算第３号の１件について採決いた

します。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 

 

   散     会 
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○蒲生光男委員長 以上で本日の案件の審査は全

部終了いたしました。 

 なお、来る６日の本会議における本委員会審

査報告の文案につきましては、私に一任くださ

るようお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

    午後 ４時３６分 散会 

 


